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躍 いきいき狭山人
びと

狭山の元気 発見

狭
山
市
か
ら
ア
フ
リ
カ
の
カ
メ
ル
ー
ン
へ

狭
山
市
か
ら
ア
フ
リ
カ
の
カ
メ
ル
ー
ン
へ

現
地
で
日
本
語
を
指
導
し
な
が
ら

現
地
で
日
本
語
を
指
導
し
な
が
ら

両
国
の
文
化
交
流
の
懸
け
橋
に
な
り
た
い

両
国
の
文
化
交
流
の
懸
け
橋
に
な
り
た
い

　

今
、午
前
２
時
、「
水
確
保

作
戦
」の
開
始
。昼
間
は
、ほ

と
ん
ど
水
道
は
断
水
。そ
こ

で
、深
夜
に
水
を
貯
水
し
ま

す
。間
も
な
く
連
日
30
度
を

超
す「
乾
期
」も
終
了（
雨
期
が
待

ち
遠
し
い
）。こ
こ
カ
メ
ル
ー
ン
の

気
候
は
、11
月
か
ら
４
月
の
乾
期

と
５
月
か
ら
10
月
の
雨
期
に
分
か

れ
ま
す
。

　

狭
山
の
皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。

ア
フ
リ
カ
の
カ
メ
ル
ー
ン
で
日
本

語
学
校
を
運
営
し
て
い
る
有
瀬
直

次
、62
歳
で
す
。カ
メ
ル
ー
ン
に

は
、２
０
０
８
年
に
来
ま
し
た
。警

視
庁
に
約
30
年
間
奉
職
し
、そ
の

後
、民
間
企
業
で
働
き
ま
し
た
。こ

の
間
、「
さ
や
ま
生
涯
学
習
を
す
す

め
る
市
民
の
会
」に
在
籍
し
、市
の

指
導
の
も
と
、多
種
多
様
な
皆
さ

ん
と
楽
し
く
活
動
し
ま
し
た
。現

在
、会
員
の
皆
さ
ん
は
さ
ら
に
飛

躍
し
、活
動
領
域
を
広
げ
て
い
る

と
の
こ
と
。Ｏ
Ｂ
と
し
て
は
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
。同
会
の
今
後

の
発
展
を
祈
り
ま
す
。

　

さ
て
、こ
の
た
び「
広
報
さ
や

ま
」へ
掲
載
の
機
会
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、Ｊ
Ｈ
Ｃ（Japan 

H
ouse C

am
eroon

）日
本
語
学

校
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

３
５
０
万
人
の
商
業
都
市
ド
ゥ

ア
ラ
に
Ｊ
Ｈ
Ｃ
日
本
語
学
校
を
開

設
し
て
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。Ｊ

Ｈ
Ｃ
日
本
語
学
校
は
、２
０
０
６

年
に
設
立
さ
れ
た
Ａ
Ｆ
Ａ（A

frica 
F
riendship A

ssociation

）の

傘
下
に
あ
り
ま
す
。

①
目
的
…
日
本
語
指

導
・
日
本
文
化
紹
介
・

日
本
留
学
案
内
、両

国
企
業
の
交
流
促
進 

②
目
標
…
日
本
語
指

導
↓
日
本
語
能
力
検
定「
レ
ベ
ル

４
」↓
初
級
日
常
会
話
↓
養
成 

③

期
間
…
普
通
ク
ラ
ス（
５
か
月
）と

特
別
ク
ラ
ス（
時
宜
開
設
） 

④
授

業
…
月
〜
金
、１
日
90
分（
５
か
月

の
授
業
料
18
万
Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ
ン
＝

３
．６
万
円
）　

※
７
人
家
族
の
生

活
費
１
か
月
30
万
Ｃ
Ｆ
Ａ
フ
ラ
ン

　

現
在
の
学
生
数
は
、特
別
ク
ラ

ス（
９
か
月
コ
ー
ス
９
名
）と
普
通

ク
ラ
ス（
５
か
月
コ
ー
ス
５
名
）の

２
ク
ラ
ス
14
名
で
す
。開
校
以
来
、

約
50
人
が
在
籍
し
、内
９
名
が
訪

日
し
、勉
強
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｈ
Ｃ
で
は
学
生
確
保
の
た

め
、テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
出
演
、新
聞
・

雑
誌
へ
の
広
報
や
、大
学
・
高
校
で

説
明
会
を
行
っ
て
募
集
活
動
を
展

開
中
で
す
。学
校
運
営
の
継
続
・
発

展
に
向
け
努
力
し
、文
化
交
流
の

懸
け
橋
と
な
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。最
後
に
、

Ｊ
Ｈ
Ｃ
の
ア
ク
セ
ス
を
ご
案
内
し

ま
す
。

　

狭
山
市
の
発
展
と
市
民
皆
さ
ま

の
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

日本語の指導や文化交流に多忙な
日々を送っています

有瀬さんが活動するドゥアラ
市内のようす

現地の皆さんとともに

有
あり

瀬
せ

直
なお

次
つぐ

さん

ＪＨＣ（ジャパン ハウス 
カメルーン）代表

※
今
回
は
、
海
外
で
活
躍

す
る
入
間
川
出
身
の
方
か

ら
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま

す（
４
月
17
日
執
筆
）

Address…P.O.Box 9736 Douala Cameroon
Web…http://www.japanhousecameroon.com

（仏語版）
E-mail…info@japanhousecameroon.com
 japanhousecameroon@yahoo.fr
 afaconnecxion@hotmail.com
 naotsuguarise@yahoo.com
日本窓口
生涯学習をすすめる市民の会会長　藤原俊昭

　☎2956‐2154
Ｅ-mail…toshiaki‐f@air.ocn.ne.jp
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日
蓮
宗
池
上
本

門
寺
の
末
寺
で
、寺

と
し
て
整
う
以
前
、

す
で
に
小
庵
が
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

信
立
寺
と
し
て

の
開
祖
は
、当
国
領
主
、加
治
左さ

ま
の
す
け

馬
助
丹
治

家
信
の
発
願
で
、草
創
に
つ
い
て
、古
記

録
に
は
、天
正
７
年（
１
５
７
９
）と
し
て

あ
り
ま
す
が
、日に

っ
せ
い
し
ょ
う
に
ん

惺
聖
人
の
伝
記
に
は
、天

正
18
年（
１
５
９
０
）ご
ろ
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、当
寺
の
号
は
、開
祖
で
あ
る
家

信
、開
山
日
惺
聖
人
の
名
に
ち
な
ん
で「
惺

山
信
立
寺
」と
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

所在地 広瀬３丁目５番１号

狭
山
市
自
治
会
連
合
会

　

平
成
22
年
度
の
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。連
合
会

は
、「
輪
に
な
っ
て
地
域
と
と
も
に
住
み
良
い
狭
山
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、単
位
自
治
会
、地
区
自
治
会
連
合

会
及
び
狭
山
市
と
連
携
を
密
に
し
、自
治
会
相
互
の

交
流
を
深
め
、地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。一
年

間
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

〇
市
連
合
役
員
／
会
長
石
原
正
夫　

副
会
長
小
島
晃

副
会
長
塩
野
谷
延
夫　

幹
事
長
吉
久
隆
男　

顧
問
那

須
美
徳

〇
各
地
区
連
合
会
長
／
入
間
川
小
島
晃　

入
曽
石
原

正
夫　

堀
兼
園
部
良
夫　

奥
富
塩
野
谷
延
夫　

柏
原

田
口
勇
男　

水
富
吉
久
隆
男　

新
狭
山
高
橋
和
昌　

狭
山
台
末
村
仁

信 立 寺信 立 寺

　公式モバイルサイトで市内の
史跡を巡るコースを多数紹介し
ています。ぜひご覧ください。

　ワージントン市
（1999年姉妹都市
締結）は､1803年に
ジェームズ・キルボ
ーンらによって開拓
されました。その当
時の建築物として、1811年に建てられたオレ
ンジジョンソンハウスが残されています。
　現在は、ワージントン歴史協会が管理し、博
物館として一般に公開されています。開拓当
時の家具や調度品、農具などが大切に保管さ
れていて、中でもキッチンに据えつけられた
調理用の暖炉は、当時の生活を知る上で貴重
な資料となっています。19世紀のアメリカの
家庭を感じることができる場所です。

オレンジジョンソンハウス
アメリカ合衆国ワージントン市

皆さんの「声」をお待ちしています。
お寄せいただく際は、住所、氏名、電話
番号をご記入ください。 2954‐6262㈹

koho@city.sayama.saitama.jp

健康でいられることの大切さ
　私は、現在94歳です。いつまでも元
気で、自分のことは自分でするをモッ
トーに日々過ごしています。食事は
魚・野菜中心で、しっかりと睡眠をと
り、細かいことにはこだわらない、健
康にこだわる生活をしています。
　今思うと、健康のひけつの一つに、

幼少期のころからニボシの味噌汁を飲んでいたことが
あると思います。子育て中のお母さん方には、幼少期の
食事は大切なので好き嫌いをさせず、栄養のバランス
がとれた食生活をさせていただきたいと思っていま
す。また、お母さん方もあまり細かいことにこだわらな
い生活をしていただければ健康によいと思います。健
康でいられることで幸せが舞い込んで来ます。

市民みなさんの声

市の考え方

　健康で明るく元気に生活されている姿は、素晴らしい
ことです。健康維持には、子どものころから適度な運動と
主食・主菜・副菜のそろったバランスのよい食事を規則正
しく取るなど、望ましい生活習慣を身につけることが大
切です。今後も、市民の皆さんが健康に関心を持ち、積極
的な人生を歩んでいただけるように努めていきます。

担当　健康推進課

山﨑くにさん
（柏原在住）

前列左から那須顧問、小島副会長、石原会長、塩野谷副
会長、吉久幹事長、後列左より末村地区連合会長、高橋
地区連合会長、田口地区連合会長、園部地区連合会長


